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旧東海道沿いに鎮座する許禰神社には、「袋井市の名木・
古木」に選ばれたクスノキの巨木があります。
境内には、徳川家康が腰掛けたといわれる石や、木原畷
古戦場の碑などもあり、歴史を感じることができます。

許禰神社のクスノキ（木原）
こ　　ね



地域医療・新病院特別委員会及び議会改革特別委員会を設置
　市議会は、6月定例会を6月5日から6月27日までの23日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成24年度一般会計補正予算をはじめ、袋井市訪問看護ステーション条例の廃
止や財産の取得など6議案と1件の報告、議員から提出された4議案が上程され、採決の結果、い
ずれも原案のとおり可決・同意しました。
　なお、市政に対する一般質問では、8人の議員が市長の見解をただしました。

6月
定例会

平成25年5月開院に向け建設が進む中東遠総合医療センター平成25年5月開院に向け建設が進む中東遠総合医療センター

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算   

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
9
5
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
24
年
度
予
算
総
額
は
、
2
9
8
億
1
9
5
0
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

（
歳
入
）

●
防
災
費
寄
付
金
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
0
0
万
円
余

　

地
域
の
防
災
対
策
の
た
め
、
和
興
フ
ィ
ル
タ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

よ
り
寄
付
金
が
あ
り
ま
し
た
。

※
防
災
費
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、8
ペ
ー
ジ
の
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
歳
出
）

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策
事
業
費
 …
…
9
5
0
万
円

　

次
の
目
的
の
た
め
、
合
計
10
名
の
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
た
め
の
費
用

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

・
土
地
地
目
判
別
作
業
及
び
家
屋
配
置
図
の
整
備
作
業
の
効
率
的
か
つ

円
滑
な
推
進

・
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
に
伴
う
在
住
が
確
認
で
き
な
い
外
国
人
世
帯

の
在
住
確
認
作
業
の
実
施

・
10
月
か
ら
小
中
学
生
の
通
院
分
医
療
費
が
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対

象
と
な
る
が
、
そ
の
申
請
手
続
き
の
迅
速
化
や
円
滑
な
業
務
の
推
進

・
環
境
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
支
援
が
必
要
に
な
る
児
童
へ
の
適
切

な
支
援

・
よ
り
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
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条 

例
（
主
な
も
の
）   

《
廃
止
》

●
袋
井
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
市
及
び
2
カ
所
の
民
間
事
業
者
に
よ
り
、
訪
問
看
護
事
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
4
月
か
ら
、
新
た
に
民
間
事
業
者
に
よ
る
2
カ
所
の
訪
問
看
護
事

業
所
が
開
設
さ
れ
、
民
間
の
み
で
の
対
応
が
十
分
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

24
年
9
月
30
日
を
も
っ
て
、
袋
井
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
了
す
る
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

人　

事
（
敬
称
略
）

●
人
権
擁
護
委
員

　

前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
の
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

　
　

・
萩
田 

淳
三
（
名
栗
北
原
川
）

　
　
　
　

　

そ
の
他

●
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

津
波
避
難
施
設
命
山
整
備
用
地
と
し
て
、
湊
地
区
の
土
地
を
取
得
す
る
こ
と
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
　

所
在
地　
　
　
　

袋
井
市
湊
5
5
7
番
地
の
1
ほ
か
7
筆

　
　

面　

積　
　
　
　

6
4
3
3
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　

地　

目　
　
　
　

宅
地

　
　

買
収
予
定
価
格　

6
5
2
9
万
4
9
5
0
円

　

議
員
提
出
議
案

●
地
域
医
療
・
新
病
院
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

新
病
院
建
設
特
別
委
員
会
及
び
現
市
民
病
院
利
活
用
特
別
委
員
会
を
統
合
し
、

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
及
び
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
「
地
域
医
療
・
新
病
院
特
別
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
（
定
数
22
人
）

●
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
3
月
19
日
に
、
議
会
改
革
研
究
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
議
会
改
革
に

関
す
る
提
言
」
を
尊
重
し
、
議
会
改
革
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
提
案
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

（
定
数
11
人
）

●
防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
定
数
変
更
に
つ
い
て

　

防
災
対
策
特
別
委
員
会
の
定
数
を
22
人
か
ら
11
人
に
変
更
し
ま
し
た
。

□6月定例会の概要

地域医療・新病院特別委員会
◎委員長　永田　勝美　○副委員長　兼子　春治
　委　員　(正副委員長を除く全議員)

議会改革特別委員会
◎委員長　戸塚　文彦　○副委員長　大場　正昭
　委　員　寺井紗知子　　委　員　　廣岡　英一
　委　員　田中　克周　　委　員　　高橋　美博
　委　員　髙木　清隆　　委　員　　山田　貴子
　委　員　寺田　　守　　委　員　　沼上　賢次

防災対策特別委員会
◎委員長　秋田　　稔　○副委員長　村松　　尚
　委　員　久保田龍平　　委　員　　佐藤　省二
　委　員　寺井　雄二　　委　員　　兼子　春治
　委　員　浅田　二郎　　委　員　　永田　勝美
　委　員　竹原　和義　　委　員　　大庭　通嘉

掛川市・袋井市新病院建設事務組合議会議員
・寺井紗知子　　・寺井　雄二　　・兼子　春治
・浅田　二郎　　・永田　勝美
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「
所
在
地
割
」
を
考
慮
す
べ
き

新
病
院
建
設
が
、
掛
川
の
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
建
設
費
の
負
担
割
合

に
「
所
在
地
割
」
と
い
う
考
え
方
が

必
要
で
は
な
い
か
。

現
行
の
算
出
方
法
は
、
両
市
議

会
特
別
委
員
会
で
十
分
検
討
さ
れ
、
組

合
議
会
で
可
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

造
成
費
用
案
分
の

公
平
性
に
疑
問

新
病
院
造
成
費
用
の
案
分
は
、

敷
地
面
積
割
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
造
成
の
容
易
度
や
経
費
の
多
少
な

ど
が
考
慮
さ
れ
ず
、
ま
た
有
効
面
積

で
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、

適
切
で
公
平
な
も
の
か
。

造
成
費
が
安
く
な
る
こ
と
か
ら

一
括
造
成
と
し
た
。
費
用
負
担
に
つ

い
て
は
、
両
市
議
会
特
別
委
員
会
で

協
議
さ
れ
、
組
合
議
会
全
員
協
議
会

で
了
承
さ
れ
て
い
る
。

経
費
の
区
別
は
適
切
か

新
病
院
建
設
事
務
組
合
の
費
用

区
分
の
う
ち
、「
組
合
の
管
理
及
び

運
営
に
係
る
経
費
」
と
は
、
経
過
か

ら
し
て
「
組
合
そ
の
も
の
の
管
理
・

組
合
そ
の
も
の
の
運
営
に
係
る
経

費
」
で
は
な
い
か
。

組
合
職
員
の
人
件
費
や
事
務
所

借
上
料
は
も
と
よ
り
、
病
院
の
建
設

に
直
接
関
係
し
な
い
経
費
や
資
産
の

増
加
を
伴
わ
な
い
経
費
も
そ
れ
に
区

分
さ
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
に
陥
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

受
給
者
の
初
期
チ
ェ
ッ
ク
や
不

正
防
止
、
外
国
人
に
対
す
る
指
導
や

就
労
支
援
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

受
給
の
可
否
は
、
生
活
保
護
査

察
指
導
員
と
職
員
6
人
に
よ
る
会
議

で
決
定
し
て
い
る
。
外
国
人
受
給
者

は
、
3
年
間
で
7
倍
余
に
な
り
、
適

正
な
指
導
と
と
も
に
就
労
支
援
な
ど

を
し
て
い
る
。

安
心
し
て
登
下
校
で
き
る

道
路
環
境
を
確
保
す
べ
き

通
学
路
の
安
全
対
策
と
危
険
個

所
の
周
知
・
対
策
を
早
急
に
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

通
学
路
安
全
対
策
会
議
を
設
置

し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
注
意
看
板
等

の
設
置
を
含
め
、
具
体
的
な
対
策
を

検
討
し
、
地
域
と
連
携
を
図
る
中
で

早
急
に
実
施
し
た
い
。

学
校
で
放
射
能
の
知
識
を

持
た
せ
安
全
に
つ
な
げ
る
べ
き

放
射
能
に
対
す
る
教
育
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
教
職
員
が
ど

の
よ
う
に
理
解
し
、
児
童
に
指
導
し

て
い
る
の
か
。

静
岡
理
工
科
大
学
の
教
授
に
よ

る
講
演
を
実
施
し
た
ほ
か
、
放
射
線

教
育
研
修
会
を
実
施
す
る
。
今
後
モ

デ
ル
授
業
を
参
考
に
、
小
中
学
校
で

も
放
射
線
教
育
の
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

袋井北小学校での放射線教育モデル授業

浅
田 

二
郎 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

中東遠総合医療センター外観（平成24年6月末現在）
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治
水
対
策
へ
の
取
り
組
み

状
況
と
そ
の
効
果
は

袋
井
市
中
部
豪
雨
災
害
対
策
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
に
よ
り
、

平
成
16
年
11
月
の
洪
水
に
よ
る
28
戸

の
床
上
浸
水
家
屋
の
解
消
戸
数
は
ど

う
な
っ
た
か
。

蟹
田
川
の
改
修
、
田
原
ポ
ン
プ

場
の
新
設
、
沖
之
川
流
域
の
水
田
貯

留
、
大
谷
川
の
逆
流
防
止
水
門
の
設

置
に
よ
り
、
6
戸
に
減
少
し
た
。

内
水
氾
濫
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
と
し
て
施
工
を
見
送
っ

た
、
秋
田
川
左
岸
側
へ
の
耐
水
壁
工

事
の
代
替
案
は
ど
う
か
。

高
南
地
区
の
浸
水
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
、
秋
田
川
流
域
の
15
%
に

あ
た
る
J
R
東
海
道
本
線
北
側
約
28

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
雨
水
を
、
原
野
谷
川

へ
直
接
放
流
す
る
排
水
路
の
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

静
岡
理
工
科
大
学
生
へ
の

支
援
も
必
要

大
学
で
得
た
知
識
を
実
践
の
場

に
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
全
日
本
学

生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会
へ
の
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

大
会
が
当
地
域
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
、
技
術
や
人
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
学
や
市
内
の
商
工
団

体
と
連
携
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

髙
木 

清
隆 

議
員

代
理
人
に
よ
る

生
活
保
護
申
請
は
可
能
か

無
差
別
平
等
の
原
理
を
考
慮
し

た
上
で
、
代
理
人
に
よ
る
生
活
保
護

の
申
請
は
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
。

生
活
保
護
法
令
適
用
の
指
針
と

な
る
保
護
の
実
施
要
領
に
お
い
て
、

代
理
人
に
よ
る
保
護
申
請
の
際
に
は
、

担
当
職
員
が
本
人
に
面
談
す
る
な
ど
、

申
請
意
志
を
確
認
し
た
上
で
手
続
き

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
市
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は

総
務
省
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

2
0
1
2
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
普
及
促
進
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
本
市
で
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

市
民
向
け
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
の
「
メ
ロ
ー
ね
っ
と
」
や
、
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
等
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

高
反
射
率
塗
料
へ
の

補
助
制
度
を
設
け
て
は

高
反
射
率
塗
料
の
補
助
金
制
度

を
設
け
る
こ
と
で
「
エ
コ
タ
ウ
ン
袋

井
」
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

日
本
建
築
仕
上
材
工
業
界
の
検

証
結
果
で
は
、
一
般
の
塗
料
を
塗
っ

た
建
物
よ
り
高
反
射
率
塗
料
を
塗
っ

た
建
物
の
方
が
、
エ
ア
コ
ン
の
電
力

量
で
約
7
%
の
削
減
効
果
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
情
報
収
集
に
努
め
て
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

竹
原 

和
義 

議
員

エコパで行われている全日本学生フォーミュラ大会

袋井市メール配信サービス「メローねっと」
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小
山
鷲
巣
線
に
お
け
る

通
学
路
の
安
全
性

市
道
小
山
鷲
巣
線
の
う
ち
、
多

く
の
児
童
生
徒
が
通
う
鷲
巣
地
内
の
通

学
路
の
安
全
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

交
通
量
も
多
く
、
改
良
が
必
要

な
道
路
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
安
全
対
策
を
実
施
し
て
き

た
が
、
さ
ら
に
袋
井
警
察
署
と
も
協

議
し
、
実
施
可
能
な
も
の
か
ら
早
急

に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

総
合
体
育
館
の
整
備
構
想
は

市
民
体
育
館
が
老
朽
化
し
、
建

て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
建
設

地
の
条
件
は
あ
る
か
。

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く

の
市
民
が
利
用
し
や
す
い
こ
と
が
立

地
条
件
で
あ
る
。
当
然
、
災
害
時
に

は
防
災
機
能
を
備
え
た
施
設
と
も
な

る
。
今
年
度
中
に
施
設
規
模
や
機
能

等
を
ま
と
め
、
立
地
場
所
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

袋
井
宿
開
設
四
〇
〇
年

記
念
事
業
の
進
め
方
は

4
年
後
に
迫
っ
た
袋
井
宿
開
設

四
〇
〇
年
記
念
事
業
は
、
当
市
を
活

性
化
さ
せ
、
全
国
に
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

9
月
に
は
市
民
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
い
。
歴
史
や
文
化
に
造

詣
の
深
い
方
や
民
間
手
法
を
有
す
る

方
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の

参
画
を
期
待
し
て
い
る
。

小
学
校
の
普
通
教
室
に

設
置
し
た
扇
風
機
の
効
果
は

市
内
全
小
学
校
の
普
通
教
室
に

扇
風
機
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
使

用
実
績
と
効
果
は
ど
う
か
。

昨
年
度
、
市
内
全
て
の
小
学

校
の
普
通
教
室
へ
各
2
台
、
合
計

3
6
3
台
を
設
置
し
、
昨
年
の
7
月

と
9
月
は
、ほ
ぼ
毎
日
使
用
さ
れ
た
。

教
室
内
の
空
気
が
動
き
、
体
感
温
度

が
下
が
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
が
学
習
に
集
中
し
や
す
い
環
境
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
電
気
料

も
1
台
あ
た
り
、
1
日
7
時
間
使
用

で
約
7
円
、
小
学
校
の
全
て
の
扇
風

機
を
1
日
使
用
し
て
も
2
3
0
0
円

程
度
で
あ
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。

小
学
校
で
の
効
果
を
検
証
し
、

中
学
校
へ
の
設
置
の
検
討
が
必
要
で

は
な
い
か
。

今
後
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の

自
己
搬
入
料
地
元
減
免
は
問
題

中
遠
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺

地
区
の
住
民
は
、
ご
み
持
ち
込
み
料

が
減
免
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
覚
書

の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

地
元
関
係
地
区
が
施
設
受
け
入

れ
に
あ
た
り
要
望
の
一
つ
と
し
て
出

さ
れ
、
覚
書
に
盛
り
込
ん
だ
。
旧
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
実
施
し
て
お

り
、
適
切
と
判
断
し
た
。

寺
田 　

守 

議
員

高
橋 

美
博 

議
員

教室の天井に設置された扇風機

通学路となっている小山鷲巣線
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
を

開
設
し
て
は

東
日
本
大
震
災
で
大
変
有
効
で

あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
を
、

災
害
時
の
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
と

し
て
開
局
し
て
は
ど
う
か
。

災
害
時
に
市
独
自
の
放
送
局
と

し
て
開
設
で
き
る
臨
時
災
害
放
送
局

が
あ
る
。
課
題
も
あ
る
が
、
関
係
機

関
と
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事
計
画
は

閉
鎖
さ
れ
4
年
が
過
ぎ
て
い

る
。
解
体
計
画
は
平
成
25
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ
か
ら
工
事

を
始
め
る
の
か
。

議
会
や
地
域
に
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
中
で
、
で
き
る
だ
け
早
く

解
体
し
て
い
き
た
い
。

旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

跡
地
利
用
は

地
盤
が
強
固
な
場
所
な
の
で
、

災
害
時
、
現
状
の
災
害
対
策
本
部
が

機
能
不
全
に
な
っ
た
場
合
の
た
め
、

第
2
の
防
災
拠
点
と
し
て
防
災
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
し
た
ら
ど
う
か
。

消
防
署
庁
舎
の
建
て
替
え
等
も

含
め
た
中
で
、
こ
の
地
が
防
災
セ
ン

タ
ー
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
成
果
は

研
修
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
、

ど
の
よ
う
な
職
員
が
参
加
さ
れ
、
今

後
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

防
災
や
福
祉
、
農
業
、
観
光
、

ま
ち
づ
く
り
等
に
携
わ
る
30
〜
40
代

の
35
人
を
派
遣
し
た
。
専
門
講
義

と
N
P
O
等
の
現
場
体
験
を
通
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
有
効
性
や
課

題
を
学
ん
だ
。
今
後
こ
う
し
た
職
員

が
、
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
成
果
を

生
か
し
た
い
。

「
防
災
士
」
を
ど
う
生
か
す
か

防
災
先
進
市
と
し
て
、
防
災
士

の
組
織
化
を
図
り
、
地
域
防
災
力
を

高
め
る
べ
き
で
は
。

現
在
市
内
に
1
7
3
人
の
防
災

士
が
い
る
。
個
々
の
情
報
交
換
や
防

災
力
強
化
の
た
め
、
今
後
、
組
織
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

多
重
債
務
者
救
済
で

滞
納
整
理
も

多
重
債
務
者
包
括
的
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
、
生
活
再
建
を
通

し
て
、
自
主
的
な
税
金
納
付
に
つ
な

げ
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

多
重
債
務
の
整
理
と
債
務
者
の

生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
公

共
料
金
の
一
元
化
や
債
務
者
と
の
信

頼
関
係
、
再
建
に
至
る
生
活
設
計
な

ど
の
課
題
が
あ
る
。
先
進
事
例
も
研

究
し
て
い
き
た
い
。

田
中 

克
周 

議
員

跡地利用が検討される旧クリーンセンター

グラウンドワーク・インターンシップ集合研修
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市政に対する 一 般 質 問



常任委員会レポート常任委員会レポート 平成24年度一般会計補正予算をはじめ、条例の改正・
廃止などの議案を各常任委員会で審査しました。

■総務委員会
●一般会計補正予算（第1号）

－防災費寄付金－

Q近隣住民も避難可能な社宅用津波
避難施設を和興フィルタテクノロ

ジー株式会社が設置することにあたり、
市が支払うこととなっていた負担金相当
額を、同社から寄附いただけるとのこと
だが、この施設整備全体の費用はどの程
度か。

Aこの施設は290人が避難できる施
設で、整備費は436万6,500円であ

る。同社社宅を使用している従業員24
人分と市民の避難該当人数266人分を案
分して、市の負担金の額を400万5,000
円に決めた。今回、その負担金相当額が
寄附されたものである。

●財産の取得

Q津波避難施設命山整備のための土
地購入単価はどのように決めたの

か。近隣の取引事例はあったのか。

A近隣における取引事例はなかっ
た。不動産鑑定士から白地農地の

場合での取引単価の提示があったので、
それを参考に、土地所有者と協議をして
単価を決定した。

■民生文教委員会
●一般会計補正予算（第1号）

－小学校管理運営費－

Q特別支援学級等支援員3名を臨時職
員として雇用されるが、どのよう

に配置するのか。

A袋井北小、山名小、浅羽東小に配
置する。袋井北小・山名小は、現

在、支援が必要な児童が20名を越えて
おり、それを各校2名の支援員で対応し
ているので、支援員を配置することで、
子どもたちの自立の手助けになればと考
えている。

●袋井市印鑑条例及び袋井市手数料条例
　の一部改正について

Q新たに在留管理制度が創設される
が、外国人の転入転出に関する袋

井市の対応はどう変わっていくのか。

A中長期滞在者を含めて、通常の外国
人には外国人登録証に変わり、在留

カードが交付され、日本人と同様に転入
転出の届出義務が生じる。様々な手続き
等について、日本人でも外国人でも、市
民であれば同様に扱われるようになる。

  また、中長期滞在者が転入された場合の在留カードの裏書処理や、特別永住者のカー
ドの管理を市町村が行うこととなる。

※本定例会において、建設経済委員会への付託議案はありませんでした。

外国人生活情報窓口「命山」整備イメージ図
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　防災対策特別委員会、現市民病院利活用特別委員会、地域医療・新病院特別委員会が開催され、それ
ぞれの内容について、議論を交わしました。
　主な内容は、次のとおりです。

防災対策特別委員会（5/8開催）

液状化危険度マップが示されました。
　液状化被害軽減対策検討会で進めてきた「液状化危険度マップ」が示され、6月に全戸配布されまし
た。また、7月6日・7日に学習会も開催されました。

液状化対策及び津波対策に関する学習会を開催しました。
　東海大学海洋学部の福江正治教授と静岡大学防災総合センターの牛山素行副センター長をお招きし、
液状化対策の成果と液状化危険度マップの解説、津波災害の実例紹介と袋井市津波避難計画についてご
講演いただきました。

現市民病院利活用特別委員会（5/10開催）

（仮称）袋井市総合健康センター整備の考え方と今後のスケジュールが示されました。
①健康指導センター
　　袋井・浅羽保健センターが主体となり、事業推進を図る必要がある。現施設移転を含め協議を進める。
②健康支援センター
　　保健センターや社会福祉協議会が主体となり、総合的な相談支援の推進などを図る必要がある。関
係機関との協議を進めていく。

③外来・検診センター
　　社会福祉法人聖隷福祉事業団により、総合内科的な外来を開設し、また健診機能の充実に向けた協
議を進めていく。

④一般病床・回復期リハビリテーション病床・療養病床
　　社会福祉法人聖隷福祉事業団が運営する計画で、平成25年度からそれぞれ50床ずつ順次開設し、平
成28年春には、全150床で稼働できるよう協議を進めていく。

⑤在宅療養支援センター
　　これまでの民間介護事業者に加え、平成24年4月に開院した民間2事業者により、24時間訪問看護事
業を開始されるなど体制が整いつつある。今後も事業者との連携に努めていく。

⑥休日夜間急患センター
　　袋井医師会において、当面は「在宅輪番方式」と「センター方式」を併用する方針を定めた。今
後、「センター方式」について、具体的な協議を進めていく。

地域医療・新病院特別委員会（6/25開催）

新病院の医師の確保状況が示されました。（H24.6.25現在）

　
現病院医師数（H24.6.1現在）

確保状況
袋井市民病院 掛川市立総合病院 計

内 　 科 11 13 24 26
外 　 科 13 13 26 26
そ の 他 7 21 28 32～35
計 31 47 78 84～87

特別委員会報告
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　今定例会は、市長提出議案が6議案とこれまでの定例会
で最も少なく、また、一般質問も8名（これまでは12～
17名）の議員と少なかったため、紙面に若干の余裕ができ、
詳しく報じることができたと思いますが、ご理解いただ
けたでしょうか。より分かりやすい紙面を目指します。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも議会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバナーを
クリックしてください。

※会議録はホームページのほか、市役所内情報公開
コーナー、議会事務局、各図書館で閲覧できます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
※足の不自由な方、妊婦の方なども、段差解消機を利用
　し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
　議会事務局へ声をおかけください。

　去る5月23日、
東京日比谷公会堂
において、第88
回全国市議会議長
会定期総会が開催
され、永年勤続議
員に表彰状が贈呈
されました。
　本市議会では、
永田勝美議員が議
員在職15年以上
により、表彰を受
けました。

全国市議会議長会の表彰

9月市議会定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 9月 4日（火） 開会、議案の説明
  11日（火） 市政に対する一般質問
  12日（水） 市政に対する一般質問
  13日（木） 市政に対する一般質問
  18日（火） 議案の審査（常任委員会）
  19日（水） 議案の審査（常任委員会）
  28日（金） 委員長報告～採決、閉会

議員提出意見書（要旨）
次の意見書を、衆・参議員議長、内閣総理大臣、担当
大臣あてに提出しました。

「こころの健康を守り推進する基本法
（仮称）」の制定を求める意見書

　心身の健康は、一人ひとりの国民の基本的な権利
であり、社会の活力と発展の基盤をなすものである。
　しかし、現在、年間3万人以上の方が自死によっ
て命を亡くし、40人に1人程度の方がうつ病や認
知症などの精神疾患で精神科を受診するという数
字が示すように「国民のこころの健康の危機」とい
う状況にある。
　袋井市でも平成23年度通院医療費公費負担の患
者票交付は874件、精神障害者保健福祉手帳交付
者は270人と年々増加している。
　「こころの健康政策構想会議」を設立し、家族・
当事者のニーズに応えることを主軸に据えて会議
を重ね、厚生労働大臣に「こころの健康政策につい
ての提言書」を提出した。この中で、国民全てを対
象としたこころの健康についての総合的・長期的な
政策を保障する「こころの健康を守り推進する基本
法（仮称）」の制定を強く求めている。
　よって、国においては、その重要性にふさわしく
全ての国民を対象としたこころの健康についての
総合的で長期的な政策を保障する「こころの健康を
守り推進する基本法（仮称）」を制定するよう強く
要望する。


